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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　免疫応答をレシピエント対象において誘発するための免疫モジュレーター組成物であっ
て、
　少なくとも１つの免疫賦活性ＣｐＧモチーフ、少なくとも１つの非免疫賦活性ＣｐＧモ
チーフを含む核酸配列と、カチオン性リポソームとを含み、
　前記免疫モジュレーター組成物が前記対象に投与されることによって、先天性免疫応答
に関与するシグナル伝達経路を活性化する免疫監視受容体を活性化する、
　免疫モジュレーター組成物。
【請求項２】
　前記シグナル伝達経路が、ＴＬＲ９、ＴＬＲ２１、ｃＧＡＳ、ＩＦＩ１６、ＤＤＸ４１
、ＤＮＡ－ＰＫ、ＤＡＩ、Ｍｒｅ１１、ＬＲＲＦＩＰ１、ＡＩＭ２、ＲＮＡポリメラーゼ
ＩＩＩ／ＲＩＧ－Ｉ、ＳＴＩＮＧ、ＡＳＣ、ＮＦκＢ、ＡＰ１、ＭＡＰＫ、ＩＲＦ３及び
それらの組合せからなる群から選択されるシグナル伝達分子を含む、請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　免疫応答を対象において刺激するための免疫モジュレーター組成物であって、
　配列番号１の配列との少なくとも８０％の配列相同性を有する核酸配列と、リポソーム
送達ビヒクルとを含み、
　前記免疫モジュレーター組成物が前記対象に投与されることによって、先天性免疫応答
に関与するシグナル伝達経路を活性化する免疫監視受容体を活性化する、
　免疫モジュレーター組成物。
【請求項４】
　前記リポソーム送達ビヒクルが、多重膜小胞脂質及び押出し脂質からなる群から選択さ
れる脂質を含む、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　前記リポソーム送達ビヒクルが、Ｎ－［１－（２，３－ジオレイルオキシ）プロピル］
－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウムクロリド（ＤＯＴＭＡ）及びコレステロールと、
Ｎ－［１－（２，３－ジオレオイルオキシ）プロピル］－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモ
ニウムクロリド（ＤＯＴＡＰ）及びコレステロールと、１－［２－（オレオイルオキシ）
エチル］－２－オレイル－３－（２－ヒドロキシエチル）イミダゾリニウムクロリド（Ｄ
ＯＴＩＭ）及びコレステロールと、ジメチルジオクタデシルアンモニウムブロミド（ＤＤ
ＡＢ）及びコレステロールとからなる群から選択される脂質対を含む、請求項３に記載の
組成物。
【請求項６】
　投与が、静脈内投与、筋肉内投与、乳房内投与、皮内投与、腹腔内投与、皮下投与、噴
霧による投与、エアロゾルによる投与、卵内投与、粘膜投与、経皮投与、浸漬による投与
、経口投与、眼内投与、気管内投与及び鼻腔内投与からなる群から選択される、請求項３
に記載の組成物。
【請求項７】
　前記免疫モジュレーター組成物がさらに生物学的作用因子を含む、請求項３に記載の組
成物。
【請求項８】
　前記投与が、感染性因子にさらされる前である、請求項３に記載の組成物。
【請求項９】
　前記投与が、感染性因子にさらされた後である、請求項３に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記対象が、哺乳動物種、水産養殖種及び鳥類種からなる群から選択される、請求項３
に記載の組成物。
【請求項１１】
　医薬的に許容され得るキャリアをさらに含む、請求項３に記載の組成物。
【請求項１２】
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　免疫応答を対象において刺激するための免疫モジュレーター組成物であって、
　配列番号４の配列との少なくとも８０％の配列相同性を有する核酸配列と、リポソーム
送達ビヒクルとを含み、
　前記免疫モジュレーター組成物が前記対象に投与されることによって、先天性免疫応答
に関与するシグナル伝達経路を活性化する免疫監視受容体を活性化する、
　免疫モジュレーター組成物。
【請求項１３】
　前記リポソーム送達ビヒクルが、多重膜小胞脂質及び押出し脂質からなる群から選択さ
れる脂質を含む、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記リポソーム送達ビヒクルが、Ｎ－［１－（２，３－ジオレイルオキシ）プロピル］
－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウムクロリド（ＤＯＴＭＡ）及びコレステロールと、
Ｎ－［１－（２，３－ジオレオイルオキシ）プロピル］－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモ
ニウムクロリド（ＤＯＴＡＰ）及びコレステロールと、１－［２－（オレオイルオキシ）
エチル］－２－オレイル－３－（２－ヒドロキシエチル）イミダゾリニウムクロリド（Ｄ
ＯＴＩＭ）及びコレステロールと、ジメチルジオクタデシルアンモニウムブロミド（ＤＤ
ＡＢ）及びコレステロールとからなる群から選択される脂質対を含む、請求項１２に記載
の組成物。
【請求項１５】
　投与が、静脈内投与、筋肉内投与、乳房内投与、皮内投与、腹腔内投与、皮下投与、噴
霧による投与、エアロゾルによる投与、卵内投与、粘膜投与、経皮投与、浸漬による投与
、経口投与、眼内投与、気管内投与及び鼻腔内投与からなる群から選択される、請求項１
２に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記免疫モジュレーター組成物がさらに生物学的作用因子を含む、請求項１２に記載の
組成物。
【請求項１７】
　前記生物学的作用因子が、免疫エンハンサータンパク質、免疫原、ワクチン、抗菌剤、
及び、どのような組合せであれそれらの組合せからなる群から選択される、請求項１６に
記載の組成物。
【請求項１８】
　前記投与が、感染性因子にさらされる前である、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記投与が、感染性因子にさらされた後である、請求項１２に記載の組成物。
【請求項２０】
　前記対象が、哺乳動物種、水産養殖種及び鳥類種からなる群から選択される、請求項１
２に記載の組成物。
【請求項２１】
　医薬的に許容され得るキャリアをさらに含む、請求項１２に記載の組成物。
【請求項２２】
　免疫応答をレシピエント対象において誘発するためにＳＴＩＮＧシグナル伝達経路を調
節するための免疫モジュレーター組成物であって、
　少なくとも１つの免疫賦活性ＣｐＧモチーフ、少なくとも１つの非免疫賦活性ＣｐＧモ
チーフを含む核酸配列と、カチオン性リポソームとを含む、
　免疫モジュレーター組成物。
【請求項２３】
　免疫応答を対象において調節するための免疫モジュレーター組成物であって、
　配列番号４の配列との少なくとも８０％の配列相同性を有する核酸配列と、リポソーム
送達ビヒクルとを含み、
　前記免疫モジュレーター組成物が前記対象に投与されることによって、免疫応答を調節
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することに関与するシグナル伝達経路を活性化する免疫監視受容体を活性化する、
　免疫モジュレーター組成物。
【請求項２４】
　前記免疫監視受容体が、先天性免疫応答を刺激することに関与するシグナル伝達経路を
活性化する、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２５】
　前記免疫監視受容体が、後天性免疫応答を刺激することに関与するシグナル伝達経路を
活性化する、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２６】
　前記免疫監視受容体が、炎症性免疫応答を抑制することに関与するシグナル伝達経路を
活性化する、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２７】
　ウシ呼吸器病と診断されるウシの体重増加を増大させるための方法であって、
　対象に、配列番号１との少なくとも８０％の相同性を有する核酸配列と、脂質送達ビヒ
クルとを含む免疫モジュレーター組成物との組合せで抗菌剤を投与することを含み、
前記組合せにより、体重増加が前記対象において増大する、方法。
【請求項２８】
　前記抗菌剤がエンロフロキサシンである、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
　ウシ呼吸器病と診断されるウシの体重増加を増大させるための方法であって、
　対象に、配列番号４との少なくとも８０％の相同性を有する核酸配列と、脂質送達ビヒ
クルとを含む免疫モジュレーター組成物との組合せで抗菌剤を投与することを含み、前記
組合せにより、体重増加が前記対象において増大する、方法。
【請求項３０】
　前記抗菌剤がエンロフロキサシンである、請求項２７に記載の方法。
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